四旬節のための祈り
紀元２００１年度版

以下の祈りは、昨年Sr. Rose Fernando, fmmが作り、Sr. 細渕則子fmmが翻訳したものです。それを今年度用に私が編集しました。黙想と祈りの意向は毎日のミサの朗読箇所に基づいていますので、典礼ポスターや掲示板のためにもお使い頂けるでしょう。ご利用してくだされば幸いです。 

福音宣教事務局・正義と平和とエコロジー担当　Job 戸田三千雄ofm
灰の水曜日（２月２８日）

　　心から回心する恵みの時を迎えます。        （2コリント5：20－6：2）
　典礼は回心、和解、ゆるしを私たちに呼びかけています。回心、和解、ゆるしには、霊的な次元と社会的な次元があります。また回心の呼びかけは、個人にも、共同体にも、社会にも向けられています。

☆ 私は「何」とまた「だれ」と和解しなければならないのでしょうか？

☆ この四旬節中、新世紀を祝うことによって、私の生活はどのように変えら
   れるでしょうか？  また共同体の生活は？

木曜日（３月１日）

　　《わたしは今日、命と幸い、死と災いをあなたの前に置く……命を選びなさい》

（申命30：15－20）
· 聖フランシスコは、平和の道具となろうと決心したとき、「命」を選びました。

· 「平和を作り出す者として正義を生きること」は、総集会において方向づけられています。

☆ 私にとって、「命」を選ぶとはどんなことなのでしょうか？

金曜日（３月２日）

　　《わたしが選ぶ断食とは……飢えた人にあなたのパンを裂き与え、貧し

　　い人を招き入れ、……虐げられた人を解放すること》（イザヤ58：１－20）

☆ 私たちのしている断食とは、どのようなものでしょうか。

土曜日（３月３日）

　　《指をさすこと、呪いの言葉をはくことを、あなたの中から取り去るな

　　ら……人はあなたを「破れを直す者」と呼ぶ》      （イザヤ58：9－14）
主よ、わたしを平和の道具にしてください

憎しみのあるところに愛を

争いのあるところにゆるしを

もたらすことができますように

四旬節第一主日（３月４日）

　　イエスは４０日間誘惑を受けられた後、み言葉によって勝利する。

（マルコ１：12－15参照）
☆ 荒れ野の体験は、私たちの宣教生活を豊かなものにします。

☆ 何によって、私は誘惑と闘い、勝利しようとするのでしょうか。

四旬節第一月曜日（３月５日）

　　《わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにし

　　てくれたことなのである》                        （マタイ25：31－46）

私たちが一緒に住む人、出会う人の中にキリストを見出す時、

平和の文化の夜明けが来るでしょう。

四旬節第一火曜日（３月６日）

　　《人の過ちを赦すなら、あなたがたの天の父もあなたがたの過ちをお赦

　　　しになる》                                         （マタイ６：14）
· 「私も自分に負い目のある人を赦しますから私の負い目を赦して下さ い」と心から天の父に祈ることができるでしょうか？

  アバ・ゲイル（アメリカ・カルフォルニア州）は十代の娘をある男に殺されてしまいました。犯人は捕まり、サン・クァンティン刑務所に送られましたが、アバ・ゲイルは悶々とした苦しい日々を過ごしていました。ところが、ある日、犯人を赦し、赦したことを犯人に知らせなければならないとひらめきました。あなたを赦すという手紙を犯人に書いた後、彼女は自分が癒され、新たに生まれ変わったように感じました。その後、刑務所を訪問し、他の受刑者たちともかかわりを持つようになりました。アバ・ゲイルはこのようにして、和解・いやし・平和のメッセージを人々に伝えています。

四旬節第一水曜日（３月７日）

　　ヨナはニネベの人々に回心を呼びかけるように遣わされました……ニネ

　　ベの人々は悪の道から離れました。                   （ヨナ3：1－10）
· もし、神があなたを平和の文化を告げ知らせるためにあなたの国に遣わされるとしたら、あなたは何を語りますか？

四旬節第一木曜日（３月８日）

　　《まして、あなたがたの天の父は、求める者に良い物をくださるにちがいない》

（マタイ7：11）
☆ 《平和を作り出す人々の１人に加えていただける恵みを願いましょう。し

   かしそのような人々はなんと少ないのでしょうか。》     （黙想読書221）

四旬節第一金曜日（３月９日）

　　《あなたが祭壇に供え物を捧げようとした時、兄弟が自分に反感を持っ

ているのを思い出したなら……まず行って兄弟と仲直りし……》

（マタイ5：20－26）
☆ 兄弟愛は、ゆるし、またゆるしを求めることでも表されます。

☆《決して悪に悪を返すことなく、すべての人と平和を保っていますか？》

（黙想読書719）

四旬節第一土曜日（３月１０日）

《だから、あなたがたの天の父が完全であられるように、

          あなたがたも完全な者となりなさい。》  　　    （マタイ5：48）

☆ 私、私たちは、誰と比べるのでしょうか、御父ですか、人間ですか。

愛されることよりも愛することを

理解されることよりも理解することを

四旬節第二主日（３月１１日）

　　《これはわたしの子、選ばれた者。これに聞け。》         （ルカ9：35）

☆ 毎日の祈りの中で、神に聴く私の姿勢はどうでしょうか？

☆ 共同体の兄弟に聴く姿勢は？  また他の人々に聴く姿勢は？

四旬節第二月曜日（３月１２日）

　　《あなたがたの天の父が憐れみ深いように、あなたがたも憐れみ深い者

　　　となりなさい……裁くな……赦しなさい》          （ルカ6：36－37）
☆ 憐れみ深い者となり、人を裁かず、ゆるす時、平和の文化は築かれるのです。

    《平和・一致・赦しを私たちのうちに保ち、また私たちが行くいたると

　　　ころで平和・一致・赦しを広めなさい。》           （黙想読書234）
四旬節第二火曜日（３月１３日）

　　《善を行うことを学び、裁きをどこまでも実行しなさい。》（イザヤ1：10）

☆ 正義の実現なしに平和の文化を築くことはできないのです。

四旬節第二水曜日（３月１４日）

　　《私は仕えられるためではなく、仕えるために来た。》（マタイ20：28）
· 聖クララは、共同体における奉仕の規範をヨハネ13章の弟子の足を洗わ　れたイエスの姿の中に見いだして「仕える」ことをとらえていました。

☆ 私たちは「仕える」ことをどのようにとらえているでしょうか？

四旬節第二木曜日（３月１５日）

　　《この金持ちの門前に、ラザロというできものだらけの貧しい人が横たわり

　　　その食卓から落ちる物で腹を満たしたいと思っていた》     （ルカ16：20）
· この金持ちは、門前に横たわっていたラザロに本当に気付いていなかったのでしょうか？この場面を読む私たちは、現代の社会や環境の実状に気付いているのでしょうか。

☆ 今日、立ち止まって、貧しい人々の苦しみに心から耳を傾けてください。

· もし直接貧しい人々に出合う機会がないのなら貧しい人々に出会った人   の話を聞いてください。

四旬節第二金曜日（３月１６日）

　　兄弟たちの手からヨゼフの命を助け出すルベンの話しが読まれます。

（創世記37章参照）
☆ 今までにどんな署名運動に参加したことがありますか？

   （たとえば、国際債務帳消しキャンペーンなど。負債が帳消しにされれば、

   何万人もの命が救われるのです。対人地雷廃絶キャンペーン、免罪事件の

   再審を求める運動、その他）

四旬節第二土曜日（３月１７日）： 長崎信徒発見の記念日
　　見失った羊を捜す人、放蕩息子の帰宅を待ちわびる父。  （ルカ15：1－32）

☆ 私の場合、見失った羊とは誰ですか？　共に喜ぶことが出来ますか？

四旬節第三主日（３月１８日）

　　《「この神殿を壊してみよ。３日で直してみせる。」》     （ヨハネ2：19）

☆ イエスは御自身が新しい神殿であり、新しい至聖所であることを宣言なさいます。
· 主よ、あなたが1人1人の中におられることを信じます。すべての人の中にあなたの現存を見出し、1人1人を聖なる存在として敬うことができますように。

四旬節第三月曜日（３月１９日） 聖ヨゼフ 祭日

　　《ヨセフは、天使が命じたとおり、マリアを迎え入れた》  （マタイ１：24）

· ヨセフも告げられたことを信じた人、神に選ばれた人、幼子とその母の使命に協力した人です。

四旬節第三火曜日（３月２０日）

　　《心から兄弟を赦さないなら、私の天の父もあなたに同じようになさるであろう》

（マタイ18：35）

  南アフリカ空軍士官のネヴィール・クラレンスは、１６年前に車に爆弾を仕掛けられて完全に視力を失ってしまいました。アフリカ民族会議の活動家、アボベイカー・イスマイルによって計画された爆破事件でした。この２人は今では和解し、親友になっています。

☆ 平和は、和解をとおして実現されます。和解することができれば、平和は

   実現するでしょう。

☆ 私がまだ和解できないでいる人は誰でしょうか？

四旬節第三水曜日（３月２１日）

　　《いつ呼び求めても、近くにおられる我々の神、主のような神を持つ大

　　　いなる国民がどこにあるだろうか？》                   （申命4：7）
☆ 私たちは、神が私たちの近くにおられ、私たちの間におられることを信じ

   ています。これは私たちの信仰・希望・愛の土台です。神は私たちが平和

   の文化のために行うすべての源なのです。

四旬節第三木曜日（３月２２日）

　イエスは、悪霊の頭ベルゼブルの力で悪霊を追い出していると非難されます。

（ルカ11：14－23）
☆ 神の御子イエスに対する何という侮辱でしょう。

☆ 私はイエスに対する侮辱やはずかしめにどのように加担してしまってい
   るのでしょうか？

四旬節第三金曜日（３月２３日）

　　《心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、力を尽くして、あなたの神であ

　　る主を愛しなさい……隣人を自分のように愛しなさい。》（マルコ12：29―31）
☆ イエスは、これにまさる掟はないと言われます。

☆ 私と神とのかかわりはどうでしょうか？  私の隣人との関係は？

四旬節第三土曜日（３月２４日）

　　《だれでも高ぶる者は低くされ、へりくだる者は高められる。》 （ルカ18：14）

  ファリサイ派の人々

· 私は修道者だから、完全にならなければならない。

· 私は決して祈りを欠かすことはない。

· 私はすべき仕事があるのに、訪問客をもてなして時間をつぶすことなど決してすることはない。

· 私は異性とつきあうことなど決してしない。

· 私は許可なしに、お金を使うことなどない。

· 私は教会の権威を決して批判したりしない。

· 私は目上に反対意見を述べるようなことはしない。

· 私は貧しい人々に愛徳の業をしている。

· 私は掟と秩序を遵守している。

  徴税人　「神様、罪人のわたしを憐れんでください」

· 私はのめりこんで、極端に走ってしまう。

· 貧しい人々が苦しみ、搾取され、抑圧されているのを見ると、

　　怒りが湧きあがってくる。

· 苦しんでいる人々を目にすると、すべての人を愛し養ってくださる
　　摂理には、信頼などできないという気持ちになる。

四旬節第四主日（３月２５日）

《「父のところへ行って言おう『お父さん、私は天の父に対しても、

　　　　　またお父さんに対しても、罪を犯しました』」》    　　 （ルカ15：18）

  イエスは御父の愛を私たちに示すことによって私たちを救ってくださいます。もうすでに、四旬節の半分が過ぎました。

☆ 四旬節中、御父の愛をどのように体験しましたか？

☆ 日々の生活で、御父の愛をどのように表しているでしょうか？

☆ 神である主よ、私があなたの愛を知ったように、人々が私の愛を知るよう

　 な生き方ができますように。

  パレスチナのハッサンという７歳の男の子が、イスラエルの兵隊に殺されてしまいました。ハッサンの両親は、医者に次のように語りました。「私たちの息子は死んでしまいました。アラブ人にでもイスラエル人にでも、だれにでもどうぞ息子の臓器をあげてください。その人の命を救うことができるのなら、何人であってもかまいません。」ハッサンの臓器によって３人のアラブとイスラエルの少年の命が救われました。

四旬節第四月曜日（３月２６日）： 神のお告げ　祭日
　マリアの「はい」によって「生命」がこの世にもたらされました。

（ルカ１：26－38）

☆ 世界中のマリアの巡礼地で、マリアの使命に照らされた、女性の尊厳を祝
   う祭儀が行われるでしょう。

☆ 私は女性の尊厳を高めるためにどのようなことを行っているでしょうか？
    《見よ、わたしは新しい天と地を創造する……泣く声、叫ぶ声は、再び

    その中に響くことはない。》                      （イザヤ65：17－19）

· 私たちがネットワークをもっと広げられたら、

· 私たちが全世界の人々ともっと協力して働けたら、

· 私たちの希望と命の源であるイエスから決して目をそらさずに未来を眺めることができたら、

正義と平和がいだき合う新しい地を創造することができるでしょう。

四旬節第四火曜日（３月２７日）

ユダヤ人たちがイエスを迫害し始めたのは、イエスが安息日に３８年も病気で苦しんでいる人を助けたからでした。イエスが病人、貧しい人、見捨てられた人、女性に手を差しのべる毎に、それが十字架への踏み石となったのでした。

· 主よ、あなたのような勇気を私にお与えください。後で何が起ころうとも、ためらわずに困っている人に手を差し延べる事ができますように。

四旬節第四水曜日（３月２８日）

   《わたしの父は今もなお働いておられる。だからわたしも働くのだ。》

（ヨハネ5：17）

  イエスと御父は、平和を創り出すために働き続けておられます。私たちも平和の道具となることで、創造の業に参与することができるのです。

☆ 聖母の娘である宣教女たちは、平和を得るように努めるべきである。

（マリー・ド・ラ・パッシオン  ＣＳ4）

四旬節第四木曜日（３月２９日）

    第一朗読では金の子牛を神として拝んだ「選ばれた民」の話が朗読されます。

  私たちは、自分のために作り出している神に気付いているでしょうか？

この四旬節の間、イエスによって示された、私たちの父である神をみいだし、師父聖フランシスコのように「わが神、わがすべて」と言うために、何をすることができるのでしょうか？

四旬節第四金曜日（３月３０日）

    《神に従う人は邪魔だから、だまして陥れよう。》        （知恵2：12）

☆ これは、まさに、人々がイエスにした事（ヨハネ7：30）です、今日でも

   多くの殉教者たちに対してなされていることなのです。

☆ 今日は正義のために殉教した現代の殉教者を思い出し、記念しましょう。

四旬節第四土曜日（３月３１日）

  《我々の律法によれば、まず本人から事情を聞き、何をしたかを確かめたうえ

   でなければ、判決を下してはならないことになっているではないか。》
（ヨハネ７：40―53）

☆ ニコデモには、真実を語り、イエスを弁護する勇気がありました。

☆ 私たちには、ニコデモのように真実を語り、だれかを弁護する勇気がある

   でしょうか？

四旬節第五主日（４月１日）

    《あなたたちの中で罪を犯したことのないものが、まず、この女に石を

　　　投げなさい。》                                  （ヨハネ8：1－11）

  アンデレとフィリポは、イエスをギリシャ人に示しました。私たちの国にはまだイエスと本当に出会っていない人がたくさんいます。

    どのように彼らにイエスを示すことができるでしょうか？

    私たちの生き方を通して？  あるいは言葉を通して？

☆ 命が救われた出来事が朗読されます。「わたしもあなたを罪に定めない。」

（ヨハネ8：11）

☆ 廻りの人々を悪評から救うには、どうしたらよいのでしょうか。

　 罪に定めない、裁かない、機転を利かせるetc……

☆ 口で平和を告げ知らせるからには、心はいっそう平和でなければならない。

（聖フランシスコ律修第三会会則30）

四旬節第五月曜日（４月２日）

　　「私に従うものは暗闇の中を歩まず、命の光を持つ」      （ヨハネ8：12）

☆ 私は、イエス・キリストに従うものでしょうか。

四旬節第五火曜日（４月３日）

    《わたしは、いつもこの方の御心に適うことを行う。》    （ヨハネ8：29）

☆ イエスはただ神の御心を行うことだけを心にかけていました。 御父は、

   御子に、御心のすべてを知らせます。御父と御子の関係は、それほど親密

   なものでした。

· 私たちの父である神よ、私たちにあなたの御心をお示しください。あなたの御心に心から従うことができるよう、必要なお恵みをお与えください。アーメン。

四旬節第五水曜日（４月４日）

    《真理はあなたたちを自由にする。》                 （ヨハネ8：31）

☆ 第一朗読の３人の若者を自由にしたのは、真理でした。「デットマン・ウォ

   ーキング」で殺人犯であるマシュー・ポンセレットを自由にしたのは、ヨ

   ハネ福音書のこの言葉でした。これによって彼は死の前に回心したのです。

☆ マリー・ド・ラ・パッシオンは真理を渇望していました。
   《 私は正義を「真理の実践」と解しており、しかも真理とは愛のことなのです。》

（IP 16）
☆ 真理はあなたをどのように自由にすることができるでしょうか？

四旬節第五木曜日（４月５日）

    神はアブラハムやサラと結ばれた契約に忠実でおられます。  （創世17）
☆ 次のようなことを考えたことがありますか？

   もし、神が忠実でなかったなら、

     ①　世界はどのようになっていたでしょうか？

     ②　私の人生はどうなっていたでしょうか？

四旬節第五金曜日（４月６日）

    《ユダヤ人たちは、イエスを石で撃ち殺そうとして、石を取り上げた。……

    　ユダヤ人たちはまたイエスを捕らえようとした。》    （ヨハネ10：31－42）

  ユダヤ人はイエスを石殺しにしようと決めました。それは、イエスが神の子であると言ったことが原因でした。今、世界中で、不正儀や暴力の犠牲になっている人々の権利は人間の法律によって保障されるだけでは足りません。なぜなら、人の尊厳は、父である神に根ざしているからです。

☆ 人々の尊厳を守るために、私たちは何をしたらよいのでしょうか？

四旬節第五土曜日（４月７日）

    《この日から彼らはイエスを殺そうとたくらんだ。》    （ヨハネ11：53）

☆  聖週間の間、次のことを黙想しましょう。

    なぜ、イエスは十字架につけられ殺されたのでしょうか？

    だれが、イエスを殺したのでしょうか？

    なぜ、私の生き方に暴力や不正があるのでしょうか？

    なぜ、世界中にこれほど多くの暴力や不正があるのでしょうか？

    なぜ、環境破壊がこれほど進んでいるのでしょうか？

    だれに、その責任があるのでしょうか？

受難の主日（４月８日）

    「そこで、全会衆が立ち上がり、イエスをピラトのもとに連れて行った。

　　そして、イエスをこう訴え始めた。「この男はわが民族を惑わし、皇帝に

　　税を納めるのを禁じ、また、自分が王たるメシアだと言っていることが

　　分かりました。」                                   （ルカ23：１－49）
  ２０００年前、イエスは不正儀―収賄、汚職、貧欲、ねたみ、偏見―の犠牲になりました。新しい千年紀に入った今、私たちは平和の文化を推進する努力をしています。そのために、イエスを死に追いやった悪の根について考えてみましょう。イエスの受難、死、復活は平和の文化に礎なのです。

受難の月曜日（４月９日）

    《見よ、わたしの僕……彼の上にわたしの霊は置かれる……傷ついた葦

    を折ることなく、暗くなってゆく灯心を消すことなく、裁きを導きだし

    て、確かなものとする……民の契約、諸国の光としてあなたを形づくり、

    あなたを立てた……捕らわれた人をその枷から、闇に住む人をその牢獄

    から救い出すために。》                            （イザヤ42：1－7）

☆ 聖霊の力によって、御父から遣わされたキリストの使命を続け……私たちもま
   た、遣わされた者……教会の中で独自の方法によってその使命を果たします。
☆ 主よ、フランシスコにならい平和の道具として、またマリー・ド・ラ・パ
   ッシオンにならい真理と愛のうちに、キリストの使命を続けることができ
   ますように。アーメン。

受難の火曜日（４月１０日）

    「あなたがたのうちの一人がわたしを裏切ろうとしている……鶏が鳴く

    までに、あなたは三度わたしのことを知らないと言うだろう。」

（ヨハネ13：21－38）

· この２０００年の歴史の中で、このことが繰り返されています。裏切りは今でも続いているのです。

☆ 私の生き方は、キリストの姿を映し出しているでしょうか？

   あるいはキリストを裏切る者の姿でしょうか？

受難の水曜日（４月１１日）

    《主なる神が助けてくださるから、わたしはそれを嘲りとは思わない。

    わたしは顔を硬い石のようにする。わたしは知っている。わたしが辱め

　　られることはないと。》                           （イザヤ50：7－8）

☆ この世でどんなに苦しんでいても、私たちの主イエス・キリストへの愛の

   ために心身の平和を保つ人こそ、まことに平和を実現しているのです。

（聖フランシスコ訓戒の言葉15参照）

  「皆さん、今私たちは多くの困難に直面していますが、私には夢があります。いつの日か、奴隷だった人の子供と奴隷の主人だった人の子供が仲良く同じテーブルに座る日が来ることを……私の４人の小さな子供たちが、肌の色ではなく人格によって判断される日が来ることを……この信仰によって、私たちはこの祖国を変えることができるのです……この信仰によって一緒に祈り、ともに戦い、一緒に投獄され、平和のために立ち上がることができるのです……自由を勝ち取れる日が来ることを確信しています。」

（マーティン・ルーサー・キング）
聖木曜日（４月１２日）

    今日はユーカリスティア（聖体祭儀）について黙想しましょう。

1 　第二朗読では、イエスが食卓でパンを裂いたことと、「私の記念としてこのように行いなさい」というイエスの言葉が朗読されます。

2 　福音書では、弟子の足を洗うイエスの愛、謙遜、奉仕の態度と、「わたしがあなたがたにしたとおりに、あなたがたもしなさい」というイエスの言葉が朗読されます。

☆ 私たちのユーカリスティア的召命について考えてみましょう。

   イエスは彼の記念として、何をするように呼びかけておられますか？

☆ 私たちは日々の生活の中で、イエスの記念としてどのようにパンを裂く

   ことができるのでしょう か？

☆ 私たちの生活全体が、祝われ、礼拝され、生きられるユーカリスティアの

   ようになりますように。                      （1990年FMM総会文書）

聖金曜日・主の受難（４月１３日）

    この地上で最も非暴力であり、罪が無く、最も汚れのない人であるイエ

    スが、最もひどい不正と暴力の犠牲になったのです。

☆ イエスは、この世の組織に組み入れられることを拒否することによって、

   不正と暴力に勝ったのです。イエスの愛は、全く自分を忘れた無条件の愛

   です。イエスは人が示すことのできる最高の愛を示されました。

    主イエスよ、あなたが愛されたように愛することを教えてください。

アーメン。

土曜日（４月１４日）

    沈黙の墓が私たちに何を語ってくれるでしょうか？

☆ 共同体の中の預言者に気付き、この兄弟を認めているでしょうか？

☆ 管区の中では？　私には預言者になる勇気があるでしょうか？

日曜日（４月１５日）

    「すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、その姿は見えなくなった。」

（ルカ24：31）

☆ 主の復活は、すべての人にとって新たな希望の始まりでした。

☆ どこで主との再会が実現するでしょうか。

  この新世紀の復活節がこの世界に、平和の文化を通して新たな命をもたらしますように。

共同祈願のために（聖務日課などに加える例として）

先　苦しむ人、正義にかわく人を、あなたの恵で満たしてください。

　　あなたの救いの力を知って、ともに感謝することができますように。

答　あなたの正義と平和をすべての人に。

先　いつも真実を語る勇気をお与えください。まごころをもって人と交わり、

　　あなたの国の愛と正義を告げ知らせることができますように。

先　人権を抑圧し、人格の尊厳を傷つける悪と闘う力をお与えください。

　　すべての人が救われて、ともにあなたを父と仰ぐことができますように。

先　人間性をゆがめる権力を正し、不当な圧迫を受けて苦しむ人々に、真の

　　自由をお与えください。人間としての品位が回復されますように。

先　地を耕し、管理することをゆだねられた人類に、真の智恵をお与えくだ

　　さい。あなたのわざである自然を破壊することなく、調和のうちに、維

　　持可能な進歩をはかることができますように。

先　先進国の科学と技術が、人間と自然環境、生態系を破滅させることなく、と

　　もに生きるものとして調和のうちに繁栄していくことができますように。

先  天地の造り主である主よ、平和な世界を築くために愛と勇気をお与えく

    ださい。あらゆる暴力を否定し、悪とその誘いに負けることなく、柔和

    な心で働くことができますように。
先  いつくしみ深い父よ、私たちの罪をおゆるしください。私も人をゆるす

    ことができるように信仰の力をお与えください。和解のために働き「神

    の子と呼ばれる」ことができますように。

先  主よ、平和の文化を２１世紀の子供たちへ告げ知らせる者にしてくださ

    い。すべての造られたものとともに御心を行なうことができますように。
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